
東海第二発電所の状況について

２０１９年
⽇本原⼦⼒発電株式会社
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本⽇の説明内容

１．原⼦⼒発電所の安全対策

２．福島第⼀原⼦⼒発電所事故の原因と教訓

３．東海第二発電所の安全性向上対策（設備面）

４．東海第二発電所の安全性向上対策（体制・教育）

５．東海第二発電所の安全性向上対策（工事概要）



人と環境を守ります

格納容器を冷やします

原子炉を冷やし続けます

過酷な事故にも備える

自然災害や火災から発電所を守ります

異常時には原子炉を自動停止します

原子炉を冷やします

安全最優先で取り組み、万が一の災害に備え体制を強化します

原子力安全の考え方

異常の発生を防止する

異常の拡大を防止する

過酷な状況に至らせない

放射性物質を閉じ込めます

１．原子力発電所の安全対策
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地震・津波・竜巻

水を入れます

容器で封じます

すぐに止めます

水を入れ続けます

海水で冷やします

影響を減らします



２．福島第⼀原⼦⼒発電所事故の原因と教訓
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原子炉建屋
外部電源

防波堤

海水ポンプ

福島第一原子力発電所の事故の進展

地震発生

外部電源喪失

非常用ディーゼル発電機
始動

始動！
非常用ディーゼル発電機
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防波堤

海水ポンプ

非常用ディーゼル発電機

防波堤

海水ポンプ

非常用ディーゼル発電機

原子炉建屋
外部電源

津波襲来

すべての電源喪失

原子炉の冷却機能喪失

炉心溶融

水素発生

放射性物質
大量放出

福島第一原子力発電所の事故の進展
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福島第⼀原⼦⼒発電所事故の根本的な原因

原子炉・格納容器の損傷

原子炉建屋に水素漏えい
水素爆発

放射性物質の大量放出

すべての電源喪失

地震の発生

津波の襲来

【事故の進展】 【根本的な原因】

原子炉の冷却機能喪失
炉心溶融
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放射性物質の⼤量放出に⾄った
根本的な原因

すべての電源がなくなり
原⼦炉を冷却できなかったこと



福島第⼀原⼦⼒発電所事故の教訓と反映

原子炉・格納容器の損傷

原子炉建屋に水素漏えい
水素爆発

放射性物質の大量放出

すべての電源喪失

地震の発生

津波の襲来 …① 津波から電源やポンプを守ります。

【事故の進展】 【事故から得られた教訓の反映】

原子炉の冷却機能喪失
炉心溶融
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…② 電源を多様化（複数の手段を確保）します。

…③ 原⼦炉を冷やすための設備を多様化します。
…④ 消防⾞等の重機を活⽤した原⼦炉を冷やす手段を

整備します。

…⑥ 発生した熱を海へ放熱する手段を確保します。
…⑤ 原⼦炉を冷やすための⽔を確保します。

…⑦さらに格納容器を冷却する手段を確保します。
…⑧ 原⼦炉建屋における⽔素漏えい・建屋損傷防⽌の対

策を⾏います。



３．東海第二発電所の安全性向上対策
（設備面）
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 福島第⼀原⼦⼒発電所のような事故を発生させないために 



【教訓の反映①】 津波から電源やポンプを守ります。

防潮堤

防潮堤の構造
（イメージ）

津波から設備を守ります

【対策①】
• 想定される最⼤の津波高さ標高17.1ｍに対し、

標高20ｍの高さの防潮堤を設置します。
• 万⼀、津波が防潮堤を越えた場合でも、原⼦

炉建屋などへの⽔の浸入を防⽌（⽔密化）す
るとともに、安全上重要な設備や機器は津波
の影響を受けない高台や地下に設置します。
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⽔密扉

高台に設置



【教訓の反映②】 電源を多様化（複数の手段を確保）します。

【対策②】
• 外部電源や既存の非常⽤ディーゼル発電機の他に、防潮堤を越える津

波にも備え、高圧電源装置を高台に設置して、電源を確実に確保しま
す。

＜高圧電源装置＞

電源を確保します

＜非常⽤ディーゼル発電機＞＜外部電源＞

８11

津波



原⼦炉を冷やし続けます
【教訓の反映③】原⼦炉を冷やすための設備を多様化します。
【教訓の反映④】消防⾞等の重機を活⽤した原⼦炉を冷やす手段を整備します。
【教訓の反映⑤】原⼦炉を冷やすための⽔を確保します。

ポンプ⾞

既設(原⼦炉隔離時冷却系ポンプ)
既設（原⼦炉隔離時冷却系ポンプ）

12高圧注⽔ポンプ

専⽤配管

⽔源２⽔源1

【対策③】
• 原⼦炉等に⽔を送る既存の設備の他に新たな設備を設置します。
【対策④】
• さらにポンプ⾞で汲み上げた⽔を専⽤配管で原⼦炉等に送れるように

します。
【対策⑤】
• 新たな⽔源を２つ確保します（約１万トン 7⽇間 冷却可能）

低圧注⽔ポンプ
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【教訓の反映⑥】発生した熱を海へ放熱する手段を確保します。

【対策⑥】
• 原⼦炉内の熱を逃がす既存の海⽔ポンプの他に、新たに防潮堤の外か

ら地下トンネルで海⽔を引き海⽔ポンプを設置します。
• さらに、発電所構内に取⽔⼝（ピット）を設置し、ポンプ⾞からも海

⽔を送れるようにします。

原⼦炉や格納容器の熱を逃がします

ポンプ車

取水ピット

海水地下トンネル 緊急用海水ポンプ



代替循環冷却系ポンプ 14

【教訓の反映⑦】さらに格納容器を冷却する手段を確保します。

【対策⑦】
• 新たな冷却設備を設置し、格納容器内の温度と圧⼒上昇をおさえます。
• 自主的な対策として、さらに設備を追加設置することにより、設備の

信頼性を向上させ、格納容器を確実に冷却できるようにします。

格納容器の熱を逃がします

ポンプの電源は
新設の高圧電源装置から供給

２系統目を
自主的に追加

代替循環冷却系ポンプ

循環冷却系



いずれの装置も動力源は不要

【教訓の反映⑧】原⼦炉建屋における⽔素漏えい・建屋損傷防⽌の対策を⾏います。

環境を守ります

【対策⑧】
・それでも温度と圧⼒が上昇した場合に備え、格納容器圧⼒逃がし装置

を設置し、発生した蒸気や⽔素を排出することにより格納容器の破損を
防ぐとともに、放射性物質の周辺環境への放出をできるだけおさえます。

・原⼦炉建屋の損傷を防ぐため、原⼦炉建屋内の⽔素を取り除く装置（⽔
素再結合装置）を設置します。
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自然災害から発電所を守ります

【その他の対策】⻯巻や森林⽕災などの自然災害にも備えます。
• ⻯巻 風速100m/秒の⻯巻に対して防護
• 森林⽕災 森林⽕災の⽕が移らないよう、

防⽕帯として⼀定の距離を確保
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• ⽕山灰 ⽕山灰が降下した場合に備え、
重機やフィルタの予備品を準備

火山灰対策

重機（ホイールローダ）

空調フィルタ

資機材が
飛ばない対策

防護ネット

森林火災
対策

可燃物を
置かない発電所建物

約23ｍ

防火帯



４．東海第二発電所の安全性向上対策
（体制・教育）
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 福島第⼀原⼦⼒発電所のような事故を発生させないために 



⽇々の現場において安全最優先に取り組みます

＜具体的な取り組み例＞
１．現場作業前の打合せ等で「予定から外れ

た場合は必ず⽴ち⽌まること」などの安全
⾏動の基本を相互確認しています。

２．お互いに声を掛けあい、意⾒を⾔い合え
る現場つくりのため、発電所⻑以下が⽇常
的に現場へ⾏き、協⼒会社の⽅々との意⾒
交換によって手順や環境の改善を実践して
います。

⽇々の発電所での作業において、
・「安全最優先」を
・「⼀人ひとり」が
・「あたりまえのこと」として

いつも意識し、声を掛けあい、お互いの安全を守る
発電所づくりに取り組んでいます。

発電所の隅々に浸透する
よう発電所⻑が先頭に⽴
ち当社社員が率先垂範で
実践

「安全文化」の醸成
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万が⼀の災害に備え体制を強化します
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本部長

（発電所長）

本部員

情報班・広報班・庶務班

保健安全班・技術班・放射線管理班

運転班・保修班

＜主な作業内容＞

①国、自治体等への通報連絡

②電源車の操作（必要な電力を機器に供給）

③大容量ポンプ車等の操作（原子炉等へ給水）

④重機の運転（がれき撤去など） など

指示

報告

万が⼀の災害に備え、発電
所⻑以下すべての本部要員
による訓練を月に１回、事
故さながらにシナリオを伏
せて実施しています。

＜発電所の災害対策本部組織＞

①については週に１回、
② ④については⽇々
訓練しています。



夜間の電源確保訓練

ポンプ車を使った
海水取水訓練

災害対策本部の訓練

緊急時の進入路確保訓練

想定外にも備え、対応能⼒の維持・向上に努めます
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防護具類を着用した
電源確保訓練

夜間など様々な事故状況にも対応出来るよう訓練を実施するな
ど、想定外にも対処出来るようにしています。



５．東海第二発電所の安全性向上対策
（工事概要）
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安全第⼀で工事を進めます

発電所構内の⼲渉物撤去、地盤改良等の工事を進めています。
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○防潮堤等
・⼲渉物撤去
・地盤改良

○高圧電源装置
・埋設ケーブル等⼲渉物移設
・設置エリアの掘削

○構内道路整備

○格納容器圧⼒逃がし装置
・⼲渉物撤去工事
・タワークレーン設置


